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短期留学生帰国後の感想

カナダに３ヶ月の短期留学をしていた１８人が、１２月３０日に元気に帰国しました。お正月明けから授業に

復帰しています。みんな得難い経験をしてきた様子です。

★今回の留学で自分の未熟さを知ることができました。最初の一ヶ月は何もかも上手くいかず、わからないことばかりでした。で

すが、沢山悩み解決することで自分に自信がつきました★最初はホームシックになりました。しかしそれを打破しなければ留学した

意味がないと自分から積極的に小さなことでも声をかけていき、友だちも一気に増えました★行く前に考えていた留学とは違い、と

てもハードなものでした。でも月日が過ぎていくうち、授業も理解でき、ホストとも仲良くなれました★私はたくさん辛い思いをし

ましたが、それを忘れるほど楽しいことをたくさん経験できました。勇気を出してこの留学を選んでよかったと思っています★始め

の一ヶ月くらいは自分からも話すことが難しい状態だったけれど、だんだん英語が使えるようになりました。学校には色々な国から

留学生が来ていて、カナダ以外のことも知ることができ、楽しかったです★日本では体験できないスポーツ（アルトメットフリスビ

ー）だったり、大雪でマイナスの世界であったりと色々な体験ができました★最初はとても緊張しましたが、学校で友人ができると

授業に行き、会って話をするのが楽しくなりました。最終日、その友だちは空港に見送りに来てくれました★到着して数日間は思っ

ていることが伝えられなかったり、相手の求めていることに応えられなかったりしたので、悔しくて情けなくて辛かったです。でも

その思いが自分の力強いバネになって、拙い言葉でも伝えようと思えるようになりました★留学で日本と外国との違いを感じること

ができました。カルチャーショックを受けましたが、英語だけでなくそれ以外の内面的なものを学べたと思います★日本の教育シス

テムや生活スタイルについてよく聞かれ、その都度上手に対応できたのではないかと思っています★ホストファミリーも本当によい

方々で家族の一員のように接してくれました。学校生活も楽しく日本では体験できないことを経験できました★カナダのご飯がおい

しくて人も優しくてすごくすてきな場所でした。カナダ自体にさらに興味が増しました★最初の頃は、何か言いたいことがあれば頭

の中で文を作ってから言っていたのですが、だんだん思ったらすぐ口に出せるように進歩しました★最初は日本との多くの違いに驚

いたり、悩んだりしましたが最終的にはそれを受け入れられるようになって自分の価値観も変えることができました★日本とは大き

く違う文化、学校の雰囲気などを直接体験できました。また学校でできた友だちと会話をすることが楽しくなりました★最初の頃は

これからの３ヶ月間がとても長く不安もたくさんありましたが、慣れていくうちに３ヶ月間を短いと思うようになりました★自分の

視野を広げる良い機会でした。行かせてくれた両親はもちろん、隼人の先生、ＭＹＫの方々に感謝です。

福島から来た小学生と交流しました！（「ふくしまキッズ２０１４冬」１２月２７日、２８日 主催：ＮＰＯ法人教育支援協会）

東日本大震災の被災地福島では、学校のグラウンドに仮設住宅が建っていたり、放射能の心配などから多くの子どもたちが外で自

由に遊ぶことができない状態が続いています。そこでせめて夏休みや冬休みにのびのびと遊べるように、各県の諸団体が福島の子ど

もたちを受け入れています。横浜では「ＮＰＯ法人教育支援協会」（不登校の子どもや地域の子ども遊びを支援する団体）などが中

心となって冬プログラムを実施してきました。３年目の今年は、本校の生徒１２人（うち国際の生徒９名）も参加して福島の子ども

たちと心の交流を行いました。

１日目（２７日）

子どもたちと

お店屋さんごっこ

（だがしや楽校）

をして楽しみ

ました！

隼人のブースはわたがしと 新聞紙でプールを お昼ご飯は杵と臼で 福島の子どもたちと

ポップコーンを販売！ 作って遊びます。 ついたつきたてお餅！ すぐに意気投合しました。

どのわたがしがいいかな？ だんだん作り方も上手に！ 子どもたちのゲームコーナーで隼人生も楽しみました！

２日目（２８日）

途上国支援ＮＧＯ

の川初さんにアフ

リカの木の実を使

ったアクセサリー

作りを教わり、子

どもと一緒に作り

子どもたちと一緒に 「ここからこう指を このようなアクセサリー Haya-hayの川初さんと。 ました！

アクセサリー作り！ 通して」熱心に指導。 が完成！ （フィリピン支援ＮＧＯ代表）

今年の干支は「未（ひつじ）」！ 「よこはま国際フォーラム２０１５」

～ピロティに十二支の色紙を飾りました！ 参加生徒募集！（２月８日）

中野先生のお母さん所蔵の 隼人も講座を行います。

十二支の色紙です。 他にためになるＮＧＯなどの講座があります。

日本の年中行事にも親しもう。 みんなでＪＩＣＡ横浜へ！


